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な
れ
ば
實
際
の
理
論
ビ
分
離
せ
し
む
る
時
は
說

QJ
J
上
の
_ 

利
益
‘を
.害
す
る
が
故
也
、
.
.故
に
吾
人
は
®

々
經
濟
政
策 

ビ
經
濟
原
論
を
共
に

‘語
ら
む

w

す 

’
 

'

雜
，，
，錄
、V 

T
1
; v

.
o
,

ダ
.-

ド
氏
，經
擠
胳
論
第
西
版

.：
第
三
版
来
!̂
御
そ
の
地
#

雜
十
ニ
號
こ
七
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•、雄
十
i
 

ニ
.六

愚

痛

.絡
‘
*ア
v
y
'5y
J
ド
庞
經
濟
原
論
第

g

版
と
第
三
版
米
亂
課
と
の
比
較
第
十
二
 

f
 
一
 

一
 

\

ソ
經
濟
學
«
る

腿

野

は

、

ょ
-(
)
容

易

に

硏

究

を

進

む

る
 

.:た
め
'に
> 
其
め
#

®體
を
、
‘略
分
せ
ざ
を
ベ
が
ら
ず
。 

愛
仏
於
て
か
古
典
的
な-
七̂

し

て

取

り

殘

^

れ

だ

羞

ゴ
 

分
法
を
構
成
し
た-|
>
フ
ラ
ン
ス
の$
者
、
ジ
ア
ン0 X

ブ 

•チ
.ス
ト
•セ
j
を

^
め
L
y 

P
ベ
一
一
一
分
法
ぐ

J

は

即

ち

生

產

.

''
分 

配
、
消
费
な
り
。
而
し
て
彼
は
根
本
的
な
る
三
，つ
の
猶 

_ 

Kfi
答
せ
.り
、
' 其
賴
始
的
三
個
の
凝
問
ビ
は
即
ち
第 

.
一
 

'如
何
に
し
て
人
ば
富
を
生
產
す
る
.や
、
第
一I 、

如
何
な 

る
方
法
K

f
 V

吾
人
は
そ
の
生.產
物
を
分
‘配
す

一

る
や 

第
1
T
S其
.の
使
用
法
は
細
何
にb
て
、
、
之

に

次

.で

吾

人
 

は
嫌
例
第
四
の
も
の
如
ち
流
逋
を
加
'
;、
而
も
こ
は、
- 

交
換
に
關
す
るi
の
を
抱
擁
ず
，
然
れr
も
を
は
、
—

.
K
y

『

然
れ
ぎ
も
‘其
の
.分
類
ば1

一
度
^1

分
法
ビ
な
れ
，
 

何
ビ
な
れ
ば
S 

'
經
濟
學
者
办
或
歡
は
、_消
費
を
H
し
て 

空
&
箱
^
附
せ
‘:6
れ
.た
る
貼
紙
な
^

な̂
し
、
之
を
削 

除
し
/2
る
に
_
れ
り
マ
彼
.等
は
日
ら
<
、「

結
局
、
$
 

及
び
保
存
の
如
.き
所
_
苒
生
產
的
消
費
を
論
ず
る
は
、 

彼
の
所
謂
消
费
の
論
せ
&
る
ベ
き
眞
個
の
場
所
を
ば
生 

虜
の
章
中
に
發
見
ぜ
b
め
、
'之

に

關

す

る

議

論

を

，
ば

之 

の

章

中̂

包
有
ず
ベ
し
。
34
^
樂

友

び
«
興
の
如
き
' 

不
生
産
的
消
費
を
論
炮
ん
ど
せ
ば
，
經
濟
學
，
0
雜
i

 

外
に
.し
て
寧
ろ
、
：偷
理
f

R
生
が
し
む
べ
し」

く
 

3
れ
ど
，̂

斯
：の
如
含
&
，
菩
人
：の
採
ら
ざ
る
所
也
。 

^
費
士
は
欲
寒
'0
'滿
&
也
> 
而
し
て
其
の
結
梁
全
經
濟

て
夢
人
，が
後
'に
說
明
せ
ん
ビ
す
る
；が
如
ぐ
單
に
、
生

虜ン

生
活
.の
根
本
原
因
^

b
、
fi
經
.濟
活
®
の
王
冠
たる

.

ベ 

fe
從
鹰
せ
る 
一
0
枝
葉
のみ

" ，

即

ら

交

換

は

是

生

產

な
&
も
の
.也
：；
、

經

濟

學

ぼ

今
：！T

に
至
；る
ま
で
は
唯
龙
生
康 

ち

換
¥

れ
ぼ
> 
其
の
«
;;
1
1の增殖は、產業的行渚

.の
'み
.を
顧
處
し
來
れ
々
，
然
れ
ビ
も
、
今
や
、
..經
濟 

「

，
爲

炙

異

り

v

、
. 

■
.交

換
せ
ん
ビ
す
る
物
自
身
の
物
質
的
性
舞
臺
ね
立

.役
：を
演
ず
べ
.ぐ
顧
れ
來
れ
る
も
の
は
，、
指-1 

質

謹

、
，何
等
關
痛
ぜ
ざ
る
私
の
な
ゲ6
..
,
‘
';;
满
也
!4
'
、
.考
瘵
せ
ざ
爷
べ
が
&
ざ
る
，に
：茧
れ
&
;0
.

『

而
も
同
時
枝
、.前
述
せ
各
M
如

ぎ

改

革

ぼ

：
、

睬

に

儐
 

値
に
關
：す
る
新̂
じ

：き

學

說

中

に

は

索

成

せ

，
も

ね

!)
^
.
と
 

云
^
を

得

可

し
.°
而
も
‘こ
4
、
m
f
e勞
働
力
に
賴f
し 

に
^
^
^
,
じ
て
、
：
却
.つ
，て
*
後
效
，用
に
侬
賴
す
‘る
も
の 

な
り
、
-

」

は
即
ち
消
«
»の
«
*な
ら

す

や
⑴

‘ 

『

此
の
分
類
は
今
日
に
於
て
は
、
や

、
陳
腐
也
€
考
へ 

ら
れ
、
且
薪
ら
じ.き
.經
濟
書
中
特
は
外
國
の
諸
著
中
に
_ 

在
り
て
は
‘、
ょ

.̂
科
擧
的
な
ん
排
列
を
な
：
^
ん
，こw

を 

期
し
以
ウ
て
他0
4
:類
法
1;
»
办

て

、
；
之

を

變

Isf̂
v

る 

也

、
そ
は
恐
ら
く
容
易
な
，る
»

る̂
"べ
し
^
*;
も
、
吾 

人
は
其
の
變
览
を
以
つ
て
；.

——

殊
に
此
の
著
の
如
き
に 

、

於

r
.は
、

途
を
失
び
や
す
き
學
生
諸
子
を
し
て
途 

上
に
彷
徵
せ
し
辑
る
ゆ.危
險
を
胃
し
て̂.
で
も
舊
來
の 

立

案

を

，
混

亂

す

る

，
の

決

し

-1
:
有
利
な
る
道
な
り
と
は
思 

惟
せ
ざ
;̂

也

，

唯

^

吾

人

は

 

>
.
緖
言
の
ザ
^
或
は
總
論
. 

.
0中
に
、
，欲
望
ヒ
«
«
と
を
加
ふ
る
0:
必
喪
を
信
中
：る' 

の
み
。
 

,

『

菩
4
は
.呼
練
^
る
組
^
せ

を

有

ず̂;
カ

ル

タ

を

奇

腿
 

に
配
列
ず
る
ぎ
得
る
な
ら’む
、
即
ち
吾
人
は
常
に
同
じ 

く
四
®
の
.異
れ
る
微
を
.發
見
す
べ
し
、
ra
し
て
此
の
經 

濟
現
象
1̂
現
は
"ず
翁
種
0:
.尨
法
に
依
り
て
經
濟
現
象
其 

■自
_
は
1
1
1
ヶ
叉
は
、
四
ヶ
‘の
.犬
な
な
項
目
に
軾
列
せ
ら 

る
；る
_
莩
夺
.，べ
1,
;!、
’.又
‘若
し
V
事
物
め
性
«
^
依
卜
て 

好
く
識
別
せ
ら
れ
.ん
か
、
此
等
め
事
物
は
如
何I

新 

_
紙
0'
.項
目
吖
に
て
；も
®
見
ず
る
を
得
べ
し
、
即
產 

業

問

題_
生

產

、

商

，
業

；問

‘
題

卽

«'
通
、
社
#
問
題
卽
分 

:配

プ

窘

問

題

〃
f

之
I
iff
l
:
b
T
t
r

現
戰
每
が
、
廣 

く
，且
燊
外
な
，̂

重

要

^

意

義

を

與

へ

ん

ミ

す

' 

I
如

蹇

 

'

是

也

e

註(

一)

.此
は
、
此
の
取
派
^

先
覺
咎
のI

人
な
る
.

ノ
タ
ー
ー
丨
ジ 

.
.
H

沢V

ス.
の
著
、
經
请
原#1

1

必
與
.•个
可
缺.
の
敗
の
も
の
也
、

.

.

.

r

丨
ジ
ヤ
シ
敎
授li
其M

鹿
槳
經
中
：に

F3
供
給
，乂
は
屯
M』

. 

の
苹
ょ
？
^
前
|:『

豁
駆
又
は
消
赀
か

」

少
論
ぜ
り(

後
略)

.

(

ニ
ゾ
费
人
は
此
の
分
傾
じ
關
す
る
而
白
き
論

^

か
ピ
<

lv

ス
ン
氏 

の
名
蕃
中|:
發
見
ず
べ
し，0 

,

.

•

第

十

苎

猞(

一
六
五.五)

’雜

、錄‘

ア
ー
1

、シ
ド
ド
氏
經
樹
肢
論
第
四
版
と
组
三
版
艰

1

_

との比較，
¥

ニ
號
ニ
九



0
£
$ 

p
六
五
六
，

〉

.離

•錄
ジ
ァ
丨
E

丨
ド
盎
濟
■

第
摄
备
三
版
米
國
f

办
比
較
第
十
二
雜 

一
二
0

I

I

I

.

.、
繭
田
小
I

授
の
所
I

最
も
懇
切
な
4
分
賊
！1
明
す
る
沘
評4.
抜
川
し
た
り
0̂

エ
ル
ソ 

ゾ
氏
は
予
が
似
値
の
研
究
ょ9
钫
め
れ
る
を
推
数
w
h-
ど 

JV 

■
■
押
^
論
の
爲
め
に.1

項
.を
瓶
ち
し
4>
.不
架
々
り
と^
ぜ
.り
、 

il
i
iし
て
彼
は
分
削
か
以
つ
ズ
也
鹿
の
以
抑,l
:

f
ベ
し
と
f
 

9
何
-
な̂
れ
ば
晋
人
は
前
客
な
く
し
て
後̂
H
解
‘ず
*
能
は 

ざ
る
が
故
也i
、こ
は
成
租
度
ま
で
正
當
な
る
べ
し
と
雖
も
ビ
チ 

ル
ク
ソ
氏
|:
從
ひ
て
31
;
-の
股
序
4*
採
川
し?:
る
揚
合
に
は
斯
く 

首
ふ
こ
と
な
将
べ
し
。
さ
れ
どt
資
水
か
知
ら
ざ
る
以
前
に
如
可 

に
し
て
利
子
か
了
解
す
る̂'
得
べ
合
、座
梨
み
紙
幟
な
知
ら
ざ
る 

:̂
)n
I
タ
ダ
に
.し
て
©
金
#
働
者
を
了
解
す
る
、>
w
.
.
^
#
,

ベ
.き 

W
O明
か
に
經
霞
上
の
凡
て
の
部M
は
相
互
に
相
倚
賴
し
而
し 

> 

d處
U
J1
,の
禾SJ ；

•の
一
致
を
]̂

碗
に
/1
?
す
も
の
-也
0然
れ
ど
も 

紡
局J

つ
の
も
の
ょ
り
始
め
て
他'の
4
の
に
紙
6,
ざ
る
べ
か
ら
.

ざ
る
に
は
相
巡
な
含
も
生
逄
を
以
て
結
了
乜
し
む
る
こ
士
は
正 

さ
に
喷
舨
す
べ
さ
滞
货
な
る
が
如
咅
剡
な
合
ゃ
。

以

上

は

第

四

版

に

改

載

せ

，ら

れ

た

る

所

也

、

第

口

M
 

の
文
に
就
き
て
見
る
に
、
共
の
意
大
體
相
同
じe
il
も 

大
戰
にI

s

しw

改
め
&
れ
た
る
新
版
の
E
細
に
瓦
れ
る' 

_
論
は
亦
3<
輿
價
充
..分
^
認
め
ら
る
、
所
也
、i*
て
ド

て
な
し
た
る
經
濟
學
四
分
法
の
辨1

M
み
し
ど
W
り
、 

敎
授
が
數
千
言
を
費
し
て
織-返
^
れ
た
る
斯
論
も
、
ジ 

丨
ド
氏
.は
之
を
僅
々
ニ
貢
の
裡̂
於
て
遺
慽
な
ぐ
言
ひ 

表
は
せ
6
、
殊
に
其
の
枝
葉
に
至
り
て
は
之
を
論
ず
る 

の
反
つ
て
、

.愚
，な
る
こ

w

を
明
か
に
せ
り
。

第

四

版

の̂

^

#及
：
故

生

產

者

に

對

す

る

論

說

は

察
 

す
る
に
彼
於
這
闾
歐
州
の
大
戰
亂
に
遭
遇
し
て
、.取
得 

し
：た
る
.最

も

重

：要

な

..る

贈

物

な

ら

.ず
や
、
.又
第
：I四
版
の
. 

■
言
奈
體
，K
瓦
ぅ
て
叙
述
せ
る
所一

と
し
て
'
ft
の
間 

題
に
觸
れ
ざ
る
は
な
しo
殊
に
第
一
M
 

2
.
收
：め
た
“

» 

，の
消
費
及
び
分
.配
に
關
.す
る
.も
の
、
中
に
は
、
多
大
な 

る
改
訂
の
加
へ
ら
れ
た-

る
を
暴
る
な
&
。
吩

こ

彼

，
、
與 

へ
し
、
戰
领
の
^
!
!
«
、
甚f

る
も
の
あ
.

o

し
な
ぅ
o 

.消
裂
の
方
面
ょ
&
す
る
世
界
の
改
造
は
當
に
來
る
べ
き 

重
耍

-B
.不
可
故
ゆ
連
動
*
る
パ

し
o 

. 

<

此
K
te
に
於
て
ビ
ェ
ル
ソ
ン
氏
-̂

攻
擊
す

る

j

千
金
の
力
有
る
べ
し
ュ

■(

附
3L)

經
第
か
鏡
さ
に
日
井
庞
に
嚇
す
る
に
ジ'
1ド 

氏
經
濟
M
論
第
三
版
ビ
第
四
版
ビの
比
較
硏
究
を 

-

以
て
し
た
を
は
、
軍
杞
其
重
要
の
差
逾
數
點
に
就 

き

て
之
を
論
述
せ
ら
れん
こ
^

.を
期
し
た
る

も

の 

な
.
る
に
、
同
氏
が
原
著
潜
に
私
淑
す

る

の
深
き
、
' 

興
改
訂
の
全
部
に
對
し
て»
要
な
る
意
義
を
認
め 

一
々
之
を
列
襻
し
た
る.が
爲
め
、
典
稿
ふ
實
に
數 

西
枚
の
長
編

S

爲
6

、
本
誌
の
紙
幅
は
到
底
其
全 

部

を

揭

栽

し

得

ざ

る

に

辛

：
れ

り

。
•
即

ち

遺

铖

乍

ら
 

淇
當
初
の
一
片
を
揭
ぐ
る
に-北
め
た
6
。
，
聊
か
記 

.

.し

て
本
誌
が
.同
氏
の
多
大
な
る
勞
力
に
報
ひ
得
ざ 

り
し
を
.謝
す
。
、
 

•

(

編
者)
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民
版
过
.一
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四
年
夏
"
纔
か
R-
歐
洲 

大
戰
の
破
裂
に
先
ん
じ
で
世
に
出
で
た
る
を
以
て
、
米 

だ
之
を
知
ら
ざ
る
人
多
か
る
べ
し
。
此
書
は
マ
ル
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ス 

著
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版
權
期
限
盡
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九

一
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一
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日
ょ 

♦
を
©
複
刻
自
由
^
な

#
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